
１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

　
福
岡
県
計
量
協
会
は
2
0

0
5
年
　
月
　
日
、
法
務
局

12

28

へ
の
登
記
を
完
了
、
社
団
法

人
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
同
会

が
同
年
　
月
に
社
団
法
人
設

11

立
総
会
を
行
い
、
福
岡
県
の

許
可
を
得
た
こ
と
に
よ
る
。

　
ま
た
、
法
人
化
と
並
行
し

て
福
岡
県
の
指
定
定

期
検
査
機
関
へ
の
検

討
を
行
っ
て
い
た

が
、
2
月
に
県
か
ら

指
定
を
受
け
た
。
同

協
会
は
　
年
度
か
ら
、
福
岡

06

県
の
定
期
検
査
実
施
地
区
に

お
い
て
、
県
に
代
わ
っ
て
定

期
検
査
業
務
を
実
施
す
る
。

　
同
協
会
は
、
社
団
法
人
と

し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
組

織
体
制
の
充
実
強
化
を
図

り
、事
業
を
適
正
に
遂
行
し
、

福
岡
県
の
計
量
関
係
団
体
と

し
て
社
会
的
信
用
を
構
築
し

な
が
ら
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
計
量
思
想
の
啓

発
、
計
量
制
度
の
普
及
活
動

を
推
進
し
計
量
の
適
正
安
全

確
保
を
図
る
、と
し
て
い
る
。

福
岡
県
指
定
定
期

検
査
機
関
に
指
定

　
花
福
岡
県
計
量
協
会
は
1

月
　
日
、
指
定
定
期
検
査
機

12
関
の
指
定
申
請
を
福
岡
県
に

提
出
し
、
2
月
3
日
、
實
政

道
和
福
岡
県
計
量
検
定
所
長

よ
り
石
蔵
利
治
会
長
に
指
定

書
が
交
付
さ
れ
た
。

　
指
定
書
交
付
式
に
は
井
上

博
司
副
会
長
、
清
原
正
英
指

定
定
期
検
査
機
関
部
部
長
、

売上高16・0％増、営業利益24・9％増、純利益39・5％増

究
実
績
を
活
用
す
る
。

　
　
年
　
月
に
は
、
医
療
機

05

12

関
向
け
の
新
商
品
と
し
て
、

表
示
部
を
水
銀
柱
か
ら
液
晶

に
変
え
、
ア
ナ
ロ
グ
式
の
長

所
を
取
り
入
れ
た
電
子
血
圧

計
「
U
M

1
0
1
」
を
発

売
し
た
。

　
ま
た
同
社
は
、
I
R
（
投

資
家
向
け
広
報
）
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
大
和
イ
ン

ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
珂
が
主
催
す
る
「
2
0
0

5
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
I

R
・
エ
フ
ォ
ー
ト
企
業
賞
」

に
選
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
優
秀
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
I
R
サ
イ
ト
企

業
を
顕
彰
し
、I
R
関
係
者
・

投
資
家
の
拠
る
指
標
を
め
ざ

す
も
の
。
同
社
の
審
査
基
準

で
昨
年
の
サ
イ
ト
評
価
よ
り

　
点
以
上
ス
コ
ア
が
向
上

30

営
成
績
は
、
売
上
高
2
1
2

億
9
2
0
0
万
円
（
前
年
同

期
比
　
・
0
％
増
）、
営
業
利

16

益
　
億
4
6
0
0
万
円
（
同

20
　
・
9
％
増
）、
経
常
利
益
　

24

18

億
7
3
0
0
万
円
（
同
　
・
31

3
％
増
） 、
四
半
期
純
利
益

　
億
4
8
0
0
万
円（
同
　
・

11

39

5
％
増
）
と
な
っ
た
。

　
う
ち
、
計
測
・
計
量
機
器

事
業
は
売
上
高
1
3
1
億
5

1
0
0
万
円
、
営
業
利
益
　13

億
6
0
0
万
円
。
医
療
・
健

康
機
器
事
業
は
売
上
高
　
億
81

4
1
0
0
万
円
、
営
業
利
益

　
億
8
3
0
0
万
円
。

14　
業
績
は
概
ね
順
調
に
推
移

し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い

て
通
期
の
業
績
予
想
の
変
更

は
な
い
と
し
て
い
る
。

積
極
的
な
事
業
展
開

　
産
学
連
携
や
新
製
品
開

発
、
情
報
開
示
な
ど
、
同
社

は
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。
昨
秋
か
ら
、
埼
玉

大
学
工
学
部
の
大
八
木
重
治

教
授
と
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ

ン
の
燃
焼
の
共
同
研
究
を
始

め
た
。
同
社
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
向
け
計
測
制
御
シ
ス
テ

ム
は
、
業
績
好
調
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
参

入
か
ら
約
5
年
と
、
競
合
他

社
に
比
べ
て
日
が
浅
い
。
製

品
強
化
に
必
要
な
デ
ー
タ
を

確
保
す
る
た
め
、
大
学
の
研

　
今
回
発
表
の
業
績
は
、　05

年
4
月
1
日
か
ら
　
月
　
日

12

31

ま
で
が
対
象
期
間
と
な
る
。

前
年
度
か
ら
の
変
更
点
と
し

て
、　
年
4
月
6
日
付
で
設

05

立
し
た
「

」が
新

た
に
連
結
子
会
社
に
加
わ
っ

て
い
る
。

　
原
油
価
格
高
騰
な
ど
の
不

安
要
因
が
あ
る
も
の
の
、
着

実
な
回
復
基
調
で
推
移
す
る

経
済
を
背
景
に
、
同
社
は
顧

客
重
視
の
営
業
活
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
な

先
行
投
資
を
行
い
、
技
術
革

新
に
対
応
し
た
商
品
開
発
に

努
め
、
新
規
事
業
の
立
ち
上

げ
、
既
存
事
業
の
徹
底
し
た

コ
ス
ト
低
減
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
連
結
で
の
経

（1） 2006年（平成 18年）2月12日（日）第 2618 号

A
&
D
・
第
3
四
半
期
業
績
発
表
、
第
1
W
G
開
催
  陰
面

福
岡
県
計
量
協
会
が
社
団
法
人
に
　
　
　
　
        陰
羽
面

計
量
各
界
の
新
年
交
歓
会
棺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   隠
面

I
S
O
セ
ミ
ナ
ー
、
内
川
恵
三
郎
氏
叙
勲
祝
賀
会
、
日
電
検
理
事
長
略
歴
ほ
か
 
韻
面

寄
稿
・
岩
田
重
雄
氏
、
野
口
泰
助
氏
　
　
　
　
  　
　
  吋
面

寄
稿
・
新
井
宏
氏
、
高
梨
園
司
氏
、
川
西
勝
三
氏
 　
 右
面

あ
い
ち
座
談
会
款
、計
量
関
係
機
関・団
体
長
年
頭
あ
い
さ
つ
款
    宇
面

私
の
履
歴
書・齊
藤
勝
夫
（
1
0
5
）、
社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
      羽
面

（　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

　
東
証
第
二
部
上
場
の
珂
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ
 （
東
京

都
豊
島
区
東
池
袋
3

　

　
、
古
川
陽
社
長
）
は
、
2

23

14

0
0
6
年
3
月
期
第
3
四
半
期
業
績
を
発
表
し
た
。
戦
略

的
な
投
資
、
商
品
開
発
、
新
規
事
業
立
ち
上
げ
、
徹
底
し

た
コ
ス
ト
低
減
を
図
っ
た
結
果
、
売
上
高
は
2
1
2
億
9

2
0
0
万
円
と
、
前
年
同
四
半
期
に
比
べ
　
・
0
％
増
加

16

し
た
。
う
ち
計
測
・
計
量
機
器
事
業
の
売
上
高
は
、
1
3

1
億
5
1
0
0
万
円
を
占
め
て
い
る
。

戦
略
的
先
行
投
資
が
奏
功

福
岡
県
計
量
協
会
、社
団
法
人
に

県
指
定
定
期
検
査
機
関
の
指
定
も

第
1
W
G
開
催

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

第
1
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

第
4
回
会
合
が
2
月
　
日
俄

13

　
時
か
ら
東
京
・
霞
ヶ
関
の

14経
済
産
業
省
別
館
9
階
第
9

4
4
会
議
室
で
開
か
れ
る
。

　
議
題
は
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
、
花
日
本
計
量
機
器
工

業
連
合
会
の
伊
藤
尚
美
専
務

理
事
、
日
本
電
気
計
器
検
定

所
の
池
田
義
雄
理
事
が
出
席

す
る
。（
詳
細
は
次
号
以
下
）

し
、
評
価
点
が
　
点
を
上
回

40

る
企
業
に
授
与
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
投
資
家
に
向

け
た
積
極
的
な
情
報
開
示

も
、
株
価
好
調
の
要
因
と
い

え
る
。　
年
3
月
に
は
1
0

05

8
0
円
ま
で
低
迷
し
た
も
の

の
、　
年
　
月
に
新
株
式
1

05

12

6
0
万
株
を
発
行
。
同
月
　29

日
に
は
2
8
0
0
円
の
最
高

値
を
付
け
た
。
今
年
に
入
っ

て
か
ら
も
好
調
を
維
持
し
、

2
月
8
日
の
終
値
は
2
5
6

0
円
と
な
っ
て
い
る
。

古川陽社長

大
和
功
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
が
出
席
し
た
。

　
指
定
区
分
は
計
量
法
第
　20

条
第
1
項
の
指
定
定
期
検
査

で
あ
る
。（
羽
面
に
つ
づ
く
）

指定書を手にする石蔵
利治会長


